
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会平成２１年度いのちのメッセージ発信事業 

「いのち」 
富山市立東部小学校４学年児童 

平成２１年１１月２５・２６日実施 

【いのちの先生】 

土田 亮一先生 

・土田内科医院 医師 

 いのちの話を聞くまでは、「いのち

って何だろう」と考えたこともあり

ませんでした。いのちは、人から人

へとつながっています。お父さんと

お母さんが結婚して今の私がいるの

で、二人が結婚してくれてよかった

と思います。お父さん、お母さんか

ら受け継いだいのちをこれからも大

切にしていきたいです。そして、い

つの日か私の子どもにしっかりとバ

トンを渡します。 

 お話を聞いて、いのちは何よりも

大事で、いのちはどこまでも続いて

いるということが分かってよかっ

たです。最初は、いのちってそんな

に大事なものかなって思っていた

けど、土田先生の話を聞いて、いの

ちの大事さ、いのちがあるからご飯

を食べられるということが分かり

ました。だから、いのちを大切にし

ていかなければいけないし、その大

切さを忘れないようにしなければ

いけないと思いました。 

【授業の概要】 

１ 担任の話（導入及び「いのちの先生」の紹介） 

２ いのちの先生の話 

(1) いのちの始まり（宇宙の始まり・宇宙、人類の歴史） 

(2) つながるいのち（６０兆個の細胞からなる人体・いのちのバトン） 

(3) 心臓の鼓動（生きている実感・聴診器で聴き合う） 

３ 感想の記入 

 ぼくは、土田先生の「人間
はみんな兄弟、みんな親類」
という言葉に感動しました。
また、自分の心臓の音を聞い
てみると、１５秒に２５回も
動いていました。１日に
144,000 回も動く計算になる
ので、びっくりしました。毎
日休まずがんばっている心臓
に感謝いっぱいになりまし
た。 

 私は、土田先生が一番伝えたか

ったのは、いのちは人から人へと

受け継がれていくということだと

思いました。私は、神様が選んで

いると思っていたけど、選ばれて

今を生きていることが、とっても

すてきなことだと思えてきまし

た。だから、このいのちを無駄に

しないようにしたいなと思いまし

た。 

 私は今までいのちって何かよ

く分かりませんでした。でも、い

のちの授業に参加して、いのち

は、お父さん、お母さん、おじい

ちゃん、おばあちゃんよりももっ

と前の先祖から受け継いできた

のだと分かりました。いつも校長

先生が言っておられるように、い

のちは一つしかないので、大切に

していきたいと思いました。 


